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神社仏閣、名所旧跡は素通り　地理作家、堀淳一先生と歩く

5

「
地
図
を
見
て
い
る
と
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
で
も
、
頭

の
中
だ
け
で
考
え
る
こ
と
に
は
や
は
り
限
界
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
地

に
行
っ
て
み
る
と
、
思
い
が
け
な
い
発
見
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
一
種
の
探
検
で
、
地
図
は
探
検
へ
の
好
奇
心
を
か
き
立
て
て
く
れ
る

存
在
…
…
」

以
上
は
物
理
学
者
で
あ
り
、
地
理
学
者
で
あ
る
堀
淳
一
先
生
の
言
葉

で
あ
る
。

堀
淳
一
先
生
の
地
図
の
楽
し
み
方
は
独
創
性
に
富
ん
で
い
て
、
今
は

す
っ
か
り
定
着
し
た
鉄
道
の
廃
線
歩
き
も
、
先
生
が
先
駆
者
で
、
地
図

を
眺
め
て
、
現
地
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
を
見

つ
け
出
し
、
実
際
に
歩
い
て
み
る
の
が
先
生
の
流
儀
だ
っ
た
。

先
生
は
、
旧
道
・
廃
道
、
水
道
や
産
業
遺
産
な
ど
の
探
検
は
も
ち
ろ

ん
、
ア
イ
ヌ
語
地
名
を
歩
い
た
り
、
水
源
探
し
を
し
た
り
、
そ
う
い
う

紀
行
家
、
旅
行
家
で
あ
る
。

先
生
は
理
論
物
理
学
者
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も
あ
り
、
特
に

紀
行
記
な
ど
い
く
つ
か
の
地
理
に
関
連
し
た
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、

他
界
さ
れ
て
か
ら
八
年
が
経
過
し
た
。

私
は
縁
が
あ
っ
て
、
先
生
の
紀
行
文
の
裏
付
け
と
な
る
徒
歩
旅
行
に

三
回
同
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

堀
淳
一
先
生
に
つ
い
て
、
地
図
研
究
家
の
今
尾
恵
介
氏
は
以
下
の
よ

う
に
語
っ
て
い
る
。

「
国
土
地
理
院
の
地
形
図
に
は
一
瞬
で
引
き
込
ま
れ
、
ま
た
、
母
が
そ

ん
な
私
に
ぴ
っ
た
り
の
本
を
書
店
で
見
つ
け
、
買
っ
て
き
た
の
が
堀
さ

ん
の
『
地
図
の
た
の
し
み
』
だ
っ
た
。
失
礼
な
が
ら
こ
れ
ほ
ど
自
分
と

似
た
趣
味
の
人
が
存
在
す
る
こ
と
に
驚
い
た
。
周
囲
に
鉄
道
マ
ニ
ア
は

い
て
も
、
地
図
に
ふ
け
る
友
人
は
皆
無
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」

堀
淳
一
先
生
に
つ
い
て
、
私
は
最
近
の
若
い
人
に
聞
い
て
み
た
ら
、

名
前
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
返
事
が
多
か
っ
た
が
、
知
っ
て
い
る
人
も

い
た
。

神
社
仏
閣
、
名
所
旧
跡
は
素
通
り

地
理
作
家
、
堀
淳
一
先
生
と
歩
く

熊
谷
文
雄

続
き
は
﹃
あ
と
ら
す
﹄
で
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時
間
の
壁

戻
れ
な
い
過
去
へ
の
旅

井
上
湧
水

ま
え
が
き

無
人
島
に
漂
流
し
て
ゼ
ロ
か
ら
生
活
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ロ
ビ
ン
ソ

ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
物
語
は
物
に
溢
れ
た
現
代
の
生
活
か
ら
見
る
と
妙

に
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
る
。

現
代
の
生
活
に
疲
れ
た
人
間
は
一
度
リ
セ
ッ
ト
し
て
振
り
出
し
か
ら

再
ス
タ
ー
ト
し
て
見
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
古
代
の
何
も
な
い
原
始
状
態
か
ら
生
活
を
始
め
て
見
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
る
。

そ
し
て
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
過
去
の
人
間
と
交
流
し
て
見
た
い
と

思
っ
た
人
間
が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
。

そ
こ
に
は
飾
り
ば
か
り
が
多
い
、
現
代
の
人
間
が
忘
れ
去
っ
た
人
間

の
原
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。

1
話
　
海
難
事
故

太
平
洋
戦
争
末
期
の
昭
和
19
年
8
月
◇
日
。

海
軍
中
尉
、
山
本
五
郎
が
東
京
湾
と
そ
の
海
岸
地
帯
の
哨
戒
飛
行
を

し
て
い
た
。

上
空
よ
り
海
岸
を
哨
戒
し
て
居
た
時
、
海
難
事
故
を
目
撃
し
た
。
そ

の
船
は
転
覆
し
て
、
誰
か
が
助
け
を
求
め
て
い
た
。

飛
行
艇
で
あ
る
の
で
元
来
海
に
も
着
水
可
能
で
あ
る
。
す
ぐ
さ
ま
着

水
し
て
救
助
を
試
み
た
。

そ
の
者
は
か
な
り
疲
れ
き
っ
た
様
子
で
転
覆
し
て
上
に
な
っ
た
船
底

に
し
が
み
つ
い
て
い
た
。
ま
だ
体
力
は
残
っ
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

五
郎
は
手
を
さ
し
の
べ
飛
行
艇
に
抱
き
上
げ
た
。
抱
き
上
げ
た
際
、

妙
な
感
じ
が
し
た
。
体
の
感
触
が
異
な
る
の
だ
。
小
麦
色
の
皮
膚
を
し

て
い
て
、
長
い
黒
髪
を
後
ろ
で
束
ね
て
い
る
。
救
助
し
た
漁
師
は
意
外

に
も
男
で
は
な
く
年
若
い
女
で
あ
っ
た
。
ま
だ
少
女
の
面
影
を
残
し
て

い
る
。

飛
行
艇
に
助
け
上
げ
る
と
疲
労
で
ぐ
っ
た
り
し
て
口
も
聞
け
な
い
程

弱
っ
て
い
た
。
頬
を
た
た
い
た
が
殆
ど
反
応
が
な
い
。
彼
は
心
臓
に
耳

を
あ
て
心
音
を
聞
い
た
。
か
な
り
弱
っ
て
い
た
。

2
話
　
救
命
措
置

顔
面
蒼
白
に
な
っ
て
い
た
。
意
識
も
な
か
っ
た
。
長
い
間
海
中
に
い

た
た
め
体
温
が
下
が
っ
て
い
る
。
心
音
が
じ
ょ
じ
ょ
に
消
え
危
険
な
状

態
で
あ
っ
た
。

彼
は
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
服
の
ボ
タ
ン

続
き
は
﹃
あ
と
ら
す
﹄
で
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江
戸
後
期
　
幕
末
か
ら
明
治
維
新

西
郷
隆
盛

文
政
十
年
（
一
八
二
八
）
～
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
通
称
を
吉
之

助
と
言
い
、
号
は
南
洲
。
薩
摩
藩
下
級
武
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。

年
少
か
ら
読
書
を
好
み
、
藩
の
学
聖
塾
に
学
ぶ
。
十
八
歳
で
郡
こ
お
り

方が
た

書か
き

役や
く

助じ
ょ

に
就
く
。
陽
明
学
を
学
び
、
知
行
合
一
の
精
神
（
知
識
と
行
動
は
一

体
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
を
養
い
、
参
禅
し
て
修
養
に
努
め
た
。

二
十
八
歳
の
時
、
藩
主
島
津
斉な
り

彬あ
き
らに

見
出
さ
れ
、
中
小
姓
に
抜
擢
さ

れ
主
君
の
篤
い
信
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
藩
主
の
江
戸
出
府
に

従
っ
て
、
江
戸
薩
摩
藩
屋
敷
に
勤
務
す
る
。
水
戸
藩
、
藤
田
東
湖
を
訪

ね
、
勤
王
の
志
を
強
く
抱
く
よ
う
に
な
る
。

島
津
斉
彬
は
当
時
最
も
開
明
的
な
藩
主
の
一
人
で
、
幕
府
の
改
革
を

推
進
、
徳
川
慶よ
し

喜の
ぶ

を
擁
立
し
よ
う
と
水
戸
藩
主
徳
川
斉な
り

昭あ
き

、
越
前
藩
主

松
平
春し
ゅ
ん

嶽が
く

と
協
力
、
努
力
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
隆
盛
は
江
戸
詰

め
の
お
目
付
け
役
庭
方
役
を
命
ぜ
ら
れ
、
春
嶽
の
家
臣
、
勤
王
家
の
梅う
め

田だ

雲う
ん

濵ぴ
ん

、
橋は
し

本も
と

左さ

内な
い

と
と
も
に
尊
王
攘
夷
活
動
に
奔
走
し
た
。

し
か
し
、
隆
盛
に
と
っ
て
不
幸
な
事
態
が
訪
れ
る
。
島
津
斉
彬
の
突

然
の
死
（
毒
殺
さ
れ
た
と
い
う
説
も
あ
る
）
で
あ
る
。
斉
彬
の
異
腹
の

弟
（
父
忠
興
の
側
室
お
由
羅
の
子
）
久
光
の
子
の
忠
義
が
新
藩
主
と
な

る
が
、
藩
政
の
実
権
は
久
光
が
握
っ
て
い
た
。

久
光
と
隆
盛
は
肌
が
合
わ
な
い
と
い
う
か
、
共
に
双
方
で
嫌
い
合
っ

て
い
た
。
し
か
し
薩
摩
藩
で
の
「
お
目
付
け
役
庭
方
役
」
と
は
一
種
の

外
交
官
で
あ
り
、
隆
盛
は
こ
の
時
流
に
対
処
す
る
に
必
要
な
人
材
で

あ
っ
た
。

久
光
に
よ
り
、
隆
盛
は
奄
美
大
島
と
沖
永
良
部
島
へ
、
二
度
の
遠
島

（
島
流
）
に
処
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
隆
盛
が
呼
び
戻
さ
れ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
よ
う
な
時
代
の
趨
勢
だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
元
治
元
年

（
一
八
六
四
）
二
月
、
天
下
の
形
勢
の
変
動
に
、
久
光
は
隆
盛
に
赦
免

召
喚
の
藩
命
を
伝
え
る
。
隆
盛
三
十
八
歳
の
時
で
あ
る
。

帰
藩
し
た
隆
盛
は
軍
賦
役
に
任
ぜ
ら
れ
て
上
京
。
明
治
維
新
ま
で
の

四
年
間
、
最
も
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
時
代
は
す

で
に
公
武
合
体
の
時
勢
で
は
な
く
な
り
、
尊
王
倒
幕
の
機
運
が
熟
し
て

い
た
。

一
八
六
七
年
、
徳
川
慶
喜
に
よ
る
大
政
奉
還
、
王
政
復
古
の
大
号
令

に
よ
り
、
幕
府
軍
は
敗
走
（
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
）、
大
坂
か
ら
慶
喜
は

漢
詩
の
世
界

―
―
―
日
本
の
漢
詩
（
第
六
回
）

桑
名
靖
生

続
き
は
﹃
あ
と
ら
す
﹄
で
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目　
　

次

（
は
じ
め
に
）

Ⅰ
．
徳
川
慶
喜
の
「
死
」

一
．「
政
治
的
死
」
に
至
る
慶
喜
の
生
涯

二
．
慶
喜
の
政
治
家
と
し
て
の
重
要
な
決
断

Ⅱ
．
西
郷
隆
盛
の
「
死
」

一
．「
自
決
」
に
至
る
西
郷
の
生
涯

二
．
西
郷
の
政
治
家
と
し
て
の
重
要
な
決
断

Ⅲ
．
慶
喜
と
西
郷
の
「
対
峙
」
と
二
人
の
「
死
」
の
意
義

一
．
慶
喜
と
西
郷
、
京
で
「
対
峙
」
の
五
年

二
．
二
人
の
「
人
と
な
り
」、
共
通
点
と
違
う
点

三
．
二
人
は
夫
々
二
つ
の
「
死
」
を
ど
う
見
て
い
た
か

（
お
わ
り
に
）

（
は
じ
め
に
）

徳
川
慶
喜
と
西
郷
隆
盛
は
幕
末
・
維
新
史
を
通
じ
て
幕
府
と
反
幕
府

勢
力
の
夫
々
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
二
人
の
死
、

「
慶
喜
の
政
治
的
死
と
西
郷
の
自
決
」
は
明
治
維
新
を
大
き
く
動
か
す

契
機
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
を
ペ
リ
ー
来
航
に
始
ま
り
西
南
戦
争
で
終

結
す
る
二
五
年
に
亘
る
民
族
革
命
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
の
が
私
の
理
解

で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
二
五
年
に
も
及
ぶ
長
い
民
族

革
命
は
「
孝
明
天
皇
の
死
」
を
も
含
め
た
こ
の
「
三
つ
の
死
」
で
画
期

で
き
る
「
三
幕
構
成
の
劇
」
に
喩
え
ら
れ
る
。

第
一
幕
は
「
開
国
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
開
花
」
篇
。
一
八
五
三
年

の
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
で
始
ま
っ
た
活
発
な
国
内
の
開
国
論
議
は
、
将

軍
継
嗣
問
題
も
絡
み
長
く
激
し
い
複
雑
な
政
治
的
混
乱
を
引
き
起
こ
し

た
。
だ
が
、
一
八
六
七
年
攘
夷
派
の
シ
ン
ボ
ル
「
孝
明
天
皇
」
の
突
然

の
死
に
よ
っ
て
攘
夷
論
は
鎮
静
化
し
た
。
所
詮
、
攘
夷
は
列
強
と
の
実

力
差
を
知
る
武
士
に
と
っ
て
本
意
で
は
な
く
政
争
の
具
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
だ
。
だ
が
、
こ
の
攘
夷
運
動
は
国
民
に
初
め
て
「
外
国
に
対
す
る

日
本
」
と
い
う
民
族
意
識
を
も
た
せ
た
日
本
人
の
最
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

徳
川
慶
喜
と
西
郷
隆
盛
の
「
死
」

恩
田
統
夫

続
き
は
﹃
あ
と
ら
す
﹄
で
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古
代
都
市
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
哲
学

栃
原
　
裕

1
．
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

地
中
海
沿
岸
ナ
イ
ル
川
河
口
の
都
市
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
は
、

前
3
3
4
年
か
ら
始
ま
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
東
方
遠
征
の
時
代
、

遠
征
各
地
に
ギ
リ
シ
ャ
人
を
入
植
さ
せ
都
市
を
建
設
し
、
そ
の
都
市
を

全
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
と
名
付
け
た
70
か
所
の
内
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
の
地
中
海
交
易
の
最
大
の
交
易
拠
点
都
市
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド

リ
ア
を
語
る
前
に
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
を
生
み
だ
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

に
つ
い
て
先
ず
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

前
3
3
4
年
、ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、ギ
リ
シ
ャ
各
都
市
の
「
コ

リ
ン
ト
ス
同
盟
」
の
全
将
軍
と
い
う
名
目
で
ギ
リ
シ
ャ
同
盟
軍
を
動
員

し
東
方
遠
征
に
出
発
し
た
。
最
初
に
大
国
ペ
ル
シ
ャ
を
打
ち
破
り
、
エ

ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
、
シ
リ
ア
、
バ
ク
ト
リ
ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
を

征
服
し
7
年
ほ
ど
か
け
て
西
ア
ジ
ア
の
ほ
ぼ
全
域
を
支
配
す
る
大
帝
国

を
築
き
上
げ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
国
家
の
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
中

海
全
域
か
ら
イ
ン
ド
ま
で
広
が
っ
て
い
た
。
こ
の
前
3
0
0
年
代
前
半

か
ら
ロ
ー
マ
帝
国
に
敗
れ
る
ま
で
の
前
1
世
紀
後
半
ま
で
の
約
3
0
0

年
間
の
時
代
を
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
と
い
う
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
い
う
言
葉

は
、
語
源
的
に
は
「
ヘ
ブ
ラ
イ
語
法
混
じ
り
の
ギ
リ
シ
ャ
語
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
文
明
と
オ
リ
エ
ン
ト
文
明
の
合
流
の
時
代
で

あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
時
代
と
ロ
ー
マ
時
代
の
狭
間
に
ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
オ

リ
エ
ン
ト
文
化
を
合
流
さ
せ
た
文
化
圏
が
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
を
築
い
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
少
年
期
の
マ
ケ

ド
ニ
ア
宮
廷
で
の
教
育
係
は
、
あ
の
ギ
リ
シ
ャ
の
大
哲
学
者
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
で
あ
る
こ
と
も
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
．
三
つ
の
分
裂
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
国
家

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
は
、
イ
ン
ド
の
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
ま
で
軍
を

進
め
る
が
、
イ
ン
ド
・
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
の
首
長
ポ
ロ
ス
の
率
い
る

イ
ン
ド
諸
侯
軍
の
6
0
0
頭
の
戦
象
を
駆
使
し
た
抗
戦
に
悩
ま
さ
れ
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
軍
の
損
害
も
多
く
、
兵
士
達
の
そ
れ
以
上
進
軍
し
な
い

よ
う
に
と
い
う
懇
願
に
会
い
、
イ
ン
ダ
ス
川
か
ら
撤
退
し
西
方
へ
の
帰

路
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
バ
ビ
ロ
ン
に
戻
っ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大

王
は
前
3
2
3
年
、
熱
病
に
か
か
り
32
歳
で
死
去
し
た
。

彼
の
死
後
、
デ
イ
ア
ド
コ
イ
（
後
継
者
た
ち
）
と
呼
ば
れ
る
将
軍
た

ち
の
争
い
に
よ
っ
て
最
終
的
に
は
三
つ
の
ギ
リ
シ
ャ
人
国
家
に
分
裂
し

た
。
こ
の
三
つ
の
国
は
「
へ
レ
ニ
ズ
ム
三
国
」
と
呼
ば
れ
、
三
分
裂
後

も
ギ
リ
シ
ャ
を
中
心
と
す
る
地
中
海
沿
岸
の
地
域
か
ら
オ
リ
エ
ン
ト
地

続
き
は
﹃
あ
と
ら
す
﹄
で
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